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北摂里山大学 

重金昭雄（阪神北県民局	県民交流室	環境課）・中井義光（北摂里山博物館運営協議会）	

はじめに 

・学長：服部保（兵庫県立大学名誉教授）	

・顧問：岩槻邦男（県立人と自然の博物館名誉館長）	

北摂里山大学は、日本一の里山と言われる北摂一帯をフィールドに里山管理、生物多様性、環境学習、

歴史・文化を学べる市民大学です。実習中心のプログラムを通じて、北摂里山の保全や地域活性化の

ための活動に取り組む人材の育成を目指し、平成24年度から開講しています。	

カリキュラムの特徴 

・北摂里山を楽しく学べるカリキュラム	

里山管理だけでなく、生物多様性、環境学習、歴史・文化などを楽しく学びます。年間11回の開講

予定。	

・充実した講師陣	

県立大学等の研究者や森林ボランティア、環境活動団体などを講師として迎えます。	

・豊富なフィールド活動	

フィールドで､間伐・下草刈、毎木調査などの実習を行います。現地の視察や学習ハイキングも実施。	

・活動のネットワークづくり	

森林ボランティア、環境活動団体との協同作業を通じた交流で、活動のネットワークを広げます。	

・働きながら学べる日程	

学生や社会人の方も参加しやすいよう、土日を中心に開講します。	

開催概要 

開催時期：5月～翌年2月(全11回を予定）	

定	 	 員：25名	
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受	講	料：18,000円(税込）	

開催場所：北摂の里山、里山関連施設など	

対	 	 象：里山に関心を持ち、フィールドでの実習に参加可能な18歳以上の健康な方で、森林ボラン

ティアや環境活動団体のメンバーとして里山に関わる活動をされている方、若しくは、今

後、活動をしようとする方	

平成27年度に実施されたカリキュラム 

第5回（公開講座＆湿原見学）	

・湿原連携ワークショップin北摂	

第6回（フィールド活動）	

・里山の現地調査、実習	

・里山管理実習（兵庫方式）	

第1回（講義形式）	

・北摂里山博物館構想とは	

・里山の基礎、歴史・文化	

第2回（フィールド活動）	

・伝統的里山を巡る(川西市黒川）	

第3回（講義形式）	

・北摂里山は日本人のこころ	

・里山保全団体のマネジメント	

・里山資源の新たな利活用	

第4回（フィールド活動・講義）	

・里山を活用したまちづくり	

・下草刈り(川西市黒川）	
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※講義の様子は、ブログでご覧いただけます。	

http://hitosato.blogspot.jp/	

第 7回（公開講座）	

・北摂SATOYAMA国際ワークショップ	

第8回（フィールド活動・講義）	

・昆陽池での里山林整備、野鳥観察	

・北摂の鳥類、台場クヌギと昆虫	

第9回（フィールド活動）	

・里山での植樹活動	

・原木しいたけのホダ木づくり（川西市黒川）	

第10・11回（講義形式）	

・グループワーク、発表	

・修了式	




